
第４講　高２　数学ⅡB 補足

θ の相複素数等 ( 2 の 証明 )
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Cidが 実数のとき 、

a
,
b

,
cid は 実数 より

、 a - c ,
b - d は 実数 である 。

at hi = Ctdi
1

.

atbi = 0 ⇒ a = G = 0

a - ctlh - dii =0

2
.

at ai = Ctdi ⇒ a = C かつ b = d
a - c = a - d = 0⇒

←σ
1 を 証明したので、使えるとIり

( 証明 っ( の a = c かつ A=¢)

よて 、 atai = ctdic
まず , a = G = 0

⇒

atai = 0 ～ ① を 示 す…

( コメント )

A = b = O α c き , atbi = Otoi = 0
( 2 ) の 証明 の 別解 として 1 σ結果を 用 いずに

よっての ① は成 り
立
つ

。

a - cttbe - dli = 0⇒a - c = a - d = 0 をなの 1 σ 証明 と

「 atbi = 0 ⇒ a = G = 0 」 … ② を 示す次 に 同様に 示すこともできる 。

ay ato である Sai = 0 α 乙 き 「反定
atai= O より . i- @ "

～ ← 1 s ,

、

補廻 1 の 証明 の ( 3 ) の 部分 の

G , A は実数 より 一 @ はであるが ③より実数
②σ 証明のときに 用 いた

「

R ⇒ f 」
の 否定 の 仕方

i が虚数であることに 矛 当
。

A = 0盾
。

否定 は 「反定 が成り立っているとき結論 が成 り立たな R ⇒% 合 ～

"
.

q

atii = 0 かつ a= 0 より a = 0よて σ R のとき
、
G でない

したがて ② は 成り 立つ
NR ⇒ q でない ⑯

。 P であて qでな{*
* かつGR など

以上 より
,
atbi = 0 ⇒ a = b = 0 (証明終 )


